
 

2024.9.11 066 

WEBSITE 

SNS 

輸送サービス労組 
東京地本 

 

  

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

気象庁は、富士山の大規模噴火の際、首都圏に大量の  

火山灰が降る事態に備えて、広範囲・長時間の降灰を予測

する「広域降灰予報」導入方針を固めたことを報じました。 

富士山は、約 300 年前の「宝永噴火」を最後にして、  

いつ噴火してもおかしくない状況だと言われています。 

火山灰の降灰が約２週間続くと、神奈川・山梨県などで  

木造家屋が倒壊する可能性 30cm以上、都心でも 10cm

程度と試算されています。車の通行への支障や鉄道の運行 

停止、停電の発生等が想定されるため、家や職場での備え

もつくり出さなくてはなりません。 
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